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第９回「朗読の日」

銀座博品館初舞台

植田聖子

柴田純子

杉山美智子

吉田周子

八木智子

見澤淑恵

中村美智子

今までの朗読活動を違う形で深める機会を頂き大

変楽しませて頂きました。10 分という時間をど

のように工夫すれば自分らしい、人の心を動かす

パフォーマンスが出来るのか。それを考えること

で朗読のおもしろさを再発見出来ました。また今回のように舞台全

てを自分ひとりで使う朗読は初めての体験でした。お聞き頂いた皆

様とあの緊張感を共有できた喜びは、今後の活動において大きな原

動力になると思います。ありがとうございました。

「朗読の日」に今回初めて参加させていただきま

した。会員の皆様有難うございました。そして

朗読は、会場にお越し下さいましたお客様のお

力を頂戴してこそ、作品の世界を皆様にお伝え

することが出来るのではないかしらと思いました。私の朗読を聞い

てくださいましたお客様に感謝の気持ちでいっぱいです。有難うご

ざいました。

山元智子

赤間立枝

先日の「朗読の日」が初めての博品館の舞台でし

たが、無事に、１５分間私だけの夢の様な、最高

の時間を過ごす事ができました。これは一重に会

員の皆様、演出家及びスタッフの方々の様々なお力添えをいただき

実現した事と心から感謝しております。お陰様で「夢の続き」を今

しばらく見ることが出来そうです。本当にありがとうございました。

　

児玉クラスの異色ユニット「おとぼけＳＵＮ人衆」

で、田辺聖子の今昔物語より「美女の引出物」を

関西弁で朗読させて頂きました。本読み、ゲネプ

ロ、本番まで、キャスティン グの児玉先生や演

出の飯田先生、多くのお力でだんだん形になっていくのがとても楽

しみでした。三人で喜びも 3 倍！・・初出演！東京！大舞台！・・

嬉しかったなーっ！！翌日帰阪してからも、興奮状態で電話しまく

り、電話代が倍に！！・・しばらくは節約です。 

朗読作品はアラカルトの時と同じ「ヒロシマの空」

でした。読み伝える責務の重い作品なので、心し

て努めた積もりですが・・・。「朗読を介して心

が通い合う。これぞ朗読！」を今回深く学ばせて

頂きました。これからもテーマ性に富んだ作品に出会い、聴いて下

さる方の心に届けられるよう、研鑽を重ねて参りたいと思っており

ます。

　
出演者７名と加賀美先生の朗読が、バトンのよ

うに次々と渡されていった「枕草子」。度々、客

席から「クスッ」と笑い声が聴こえたのは、「枕

草子」を身近に感じ、また清少納言の感性に共

感を覚えていただけたからでしょう。作品の力はもちろんですが、

言葉を立たせ、伝える「朗読」の力を感じました。練習では計１４

名の朗読を聴くことができ勉強になりました。最後に、台本制作に

お骨折りいただきました皆様に心より感謝申し上げます。

朗読コンクール出場から博品館劇場での出演ま

で、毎日本当にワクワクし、楽しい日々を過さ

せていただきました。幸せな日々でした。再び、

先の見えぬ深い森の中に戻りましたが、自らの

声で表現出来たことは大きな収穫です。「これからも続けていいよ」

と神様がプレゼントして下さった幸運だったと信じています。今回

の舞台に立つ上で、力を貸して下さった全ての方々に心からの感謝

を捧げます。

昨年「朗読の日」に「お届け物係り」として花

束などを楽屋に運び、その華やかな雰囲気をか

いま見て来年は舞台に立とうと思いました。そ

の頃アマゾンで本を検索していてとても気に

なったのが「利休にたずねよ」でした。本番では照明に助けられて

あがる事もなく、懐かしい友や、草津から娘と孫も来てくれて沢山

の方に支えられました。折りしも NHK 大河ドラマが利休の「切腹」

と重なり私にとっては「良い人生だ」と思える心豊かな体験でした。

昨年会員になり初めての「朗読の日」にも拘ら

ず私は出演するつもりはなかった。長年の朗読

へのこだわりは、少人数、こじんまりした所、

生声が心情だった。しかし、事務局からの些細

な電話でのお誘いに思わず頷いてしまった。６０歳のラヴレターも

ニーチェの言葉も短い文章とはいえお客様へ誠実な思いを伝えるに

は大変難しい朗読でした。聞く人の心へ一滴のエッセンスを落とす

為に、さて来年はどんな作品にしようかページを捲っている私がいる。
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活動報告

第 61回八重洲朗読会  6 月 25 日 ( 土 )

『朗読の日』の司会を終えて

カメラマンの感想

飯島晶子

安倍眞壽美

長野淳子

ＣステージＤステージAステージ

Bステージ

山口雄太郎

回を重ねて 9 回目を迎えた『朗読の日』被災地

仙台からの参加となった私にとって　今回の公

演はひと際感慨深いものがありました。震災後

ほどなく、協会から「参加できるかどうか」と

ご心配を頂きましたが、私は一も二もなく「参加」をお伝えしました。

それが私にとって支えになると思ったからです。当日は、舞台の袖

にいる読み手の皆さんが、できるだけ登場しやすいように、紹介を

心がけました。皆さんそれぞれに持ち味を存分に発揮され、読み終

えて袖に戻ってくる時の晴れ晴れとした顔がとてもすてきでした。

A ステージの司会という大役でしたが、お陰様で何とか無事務める

事ができほっとしています。飯田先生はじめ、スタッフの皆様にも

心からお礼を申し上げます。ありがとうございました。そしてお疲

れ様でした。

自分の想いに添った作品の花が、美しく開いて、 

今年も朗読の日が終了いたしました。各人のお

声を拝聴する度、それぞれの人生を垣間見せて

いただいているような気がして大変楽しいもの

があります。司会はスタッフのみなさんの舞台転換のためのつなぎ

の時間、また会場のみなさまの朗読への導入となればと　いつも文

章と向き合いますが、邪魔にならずに、つとめられましたかどう

か・・・ 華やかな舞台の裾の暗い小さな空間！実は私は　そこが　

結構好き！（笑） 声は、元気の素！と震災を通して切に感じました。

また来年博品館で、お会いできますように！

 

まず始めに、博品館劇場での大舞台を私の様

な新人カメラマンに依頼して頂きありがとう

ございました。この場を借りて改めてお礼を

申し上げます。この春に大学を卒業し、 フリー

のカメラマンとして活動し始 め てから初めての大舞台となった

博品館公演。 私の今後の写真人生に繋がる大変重要な経験とな

りました。 観客席の誰よりも近い所から皆さんの朗読を見つめ、

息づかいや表情を感じながら撮影していていると不思議と朗読

作品の情景が頭に浮かんできました。また、観客の皆さんも朗

読の世界に引き込まれている、一体感のある空気が劇場に流れ

ていたことを感じました。簡素で人間味の乏しいインターネッ

トでのコミュニケーションが盛んになっている時代だからこそ、

朗読を通じて繋がり合える一体感や共感が生まれるのだと思い

ました。また皆さんの朗読が聞けるのを楽しみにしています。

舞台の進行役３年目の今年、新たなアナウンス

原稿を渡されました。大地震対応の内容です。

東日本大震災後の不安が残る中での「朗読の日」、

この原稿を読まなくても済みます様にと祈って

いましたが、果たして、地震は起こりました。舞台監督から、揺れ

が大きくなったら中断してお客様を誘導しますので、アナウンスの

用意をしてくださいとの指示。しかし揺れは大したことなく、舞台

の上の人は朗読に集中して気付かなかったか、何事もなかったよう

に読み終えました。よかったよかった。多くのお客様に楽しんでい

ただき無事終了、もしもに備える心構え、しっかり学習いたしまし

た。








